
ICT在宅環境で胸部インピーダンスを自己測定可能とする デバイスと、測定データに基づき心不全（胸水・肺うっ血）リ
AIスクを推定する機械学習モデルを開発した。非侵襲的な胸部インピーダンス測定と 解析により、高い推定精度で胸水

や肺うっ血といった心不全兆候を可視化し、再入院リスクの低減を目指す。
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心不全予防に向けた在宅胸水判定システムの構築
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━自宅で自分で管理し、健康な日常を取り戻す━

左図：心不全推定モデルによるセルフケア・医療連携モデル

患者自身または医療・介護従事者による計測データを
機械学習モデルで解析し、胸（胸腔内）の状態を推定することで、
セルフケアと医療機関のフォローアップを連携させる

下図：在宅計測デバイス・アプリによるモニタリングプラットフォーム

開発した一体型胸部インピーダンス測定デバイス（medHeart Dock）、
および患者向けアプリ（開発中）から構成される
在宅心不全モニタリングの全体像
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